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The purpose of this study was to examine the characteristics of chat use and its 
impact on information gathering when information is shared using chat in addition to 
face-to-face interaction during the "information gathering" stage of the inquiry process. 
The groups that shared information via chat in addition to face-to-face interaction 
during the "information gathering" stage of the inquiry process were compared with 
the groups that shared information only via face-to-face interaction. The results 
showed that when students are familiar with the tasks and flow of the class, they can 
share and collect more information while referring to the necessary information in the 
necessary situations by using chat in addition to face-to-face interaction. In addition, it 
was possible for students to collect information while checking what kind of 
information others are collecting in the process. 
 
【キーワード】 1 人 1 台端末 探究の過程 小学校 チャット 情報の収集 
 
１．はじめに 

  社会が変化する時代の中で，文部科学省（2021）は「協働的な学び」について探究的
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な学習などを通じて多様な他者と協働しながら学習を行うことが重要であることを示して

いる．登本ほか（2017）では，中学 3 年から高校 3 年の前期まで探究の学習過程を学んだ

生徒 130 名において探究の過程で情報の収集の仕方を理解していても，活用することに困

難さを感じている生徒の存在を報告しており，発達段階を踏まえると小学校高学年におい

ても同様の結果になることが見込まれる．そんな中で児童生徒が探究の過程において協働

しながら学ぶことで，情報の収集を各個人で行うのではなく，他者と協働しながら情報の

収集を行うことが可能だろう．ヴィゴツキー（2003）の発達再近接領域の理論に基づいて

も学習者が共に学び合う中で，コミュニケーションを行うことで外言と内言を繰り返し，

転化を促しながら学習を行うことが可能であることが示されている．また，伊藤（1995）
においても，学習者はコミュニケーションをとる中で，お互いに知の合意的成立に寄与す

る方法の訓練として，自分の知的構造の対比として相手の知的構造を診断しながら，表現

し，相手からの表現を受け止めながら学習活動を行うことが可能であることが述べられて

いる．これらのことから，それぞれの児童が個別で情報の収集などを行っている中で，コ

ミュニケーションをとりながら他者と協働しながら情報の収集を行うことが可能である．

これまで本や新聞，教科書，Web ページなどのメディアから各個人で情報の収集を行う場

面が多かったが，GIGA スクール構想により，1 人 1 台の情報端末が整備され，対面によ

る同時的な対話に加えて，チャットなどのコンピュータを介した対話が可能となり（望月

ほか 2004），他者の情報を参考にしながら情報の収集が可能になった． 
リアルタイムで対話や情報共有を行えるコミュニケーションツールとしてチャットがあ

る．久川ほか（2021）では小学校高学年の児童において，多様な児童がチャットでのやり

とりに参加できる可能性を示した．また，GIGA スクール構想に基づく 1 人 1 台端末の円

滑な利活用に関する調査協力者会議において「主体的かつ協働的な学びが進んでいる教室

では，子供同士がチャットで情報共有しながら学習を進めており，そのような学習活動は

非常に有効」との発言があったことが公表されている（文部科学省 2022）．しかし，国立

教育政策研究所（2022）は，約 6 割の小学校でチャット機能を全く活用していないことを

明らかにした．また，小学校高学年の児童が探究の過程の「情報の収集」の段階において，

対面での対話に加え，チャットでの情報共有を行った際のチャット利用の特徴及び，情報

の収集に与える影響を検討している研究はない．そこで本研究の目的は，探究の過程にお

ける「情報の収集」の段階で，対面でのコミュニケーションに加え，チャットを活用して

情報共有を行った際のチャット利用の特徴及び情報の収集に与える影響を検討することで

ある． 
 

２．研究の方法 

2.1 調査時期及び調査対象 

2021 年 11 月下旬に，公立 X 小学校第 6 学年 27 名を対象に実践と調査を行った．同校

では Chromebook，Google Workspace for Education のアカウントを活用している．本サ
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ービスでは，文書作成・プレゼンテーション，付箋ツールをはじめ，チャット等の機能の

利用が可能である．今回，使用した Google Chat には，グループや一対一でのチャット機

能がある．児童は日常的にGoogle Chat や Google Jamboard のようなクラウドサービス

を活用しており，十分な操作スキルを身につけていた． 
2.2 調査の手順 

調査の手順を図 1 に示す．はじめに，学級担任が児童それぞれの情報の収集に関わる能

力を考慮し，差が出ないようにグループを A と B に分けた． 
実践 1 時間目は，グループ A（チャット活用なし）：チャットを活用せず児童は対面コ

ミュニケーションのみで情報共有を行いながら情報の収集を行った．グループ B（チャッ

ト活用あり）：対面でのコミュニケーションに加え，グループ B だけでのチャットスペー

スを作成し，チャットにおける情報共有を行いながら情報の収集を行った． 
実践 2 時間目は，グループ A（チャット活用あり）：対面でのコミュニケーションに加

え，グループA だけでのチャットスペースを作成し，チャットにおける情報共有を行いな

がら情報の収集を行った．グループ B（チャット活用なし）：チャットを活用せず児童は対

面コミュニケーションのみで情報共有を行いながら情報の収集を行った． 
また，日常の授業場面を考慮して，児童は全員，チャット活用の有無に関わらず，対話

や端末を見せ合うことでの情報共有を可能とした（図 2，図 3）． 
分析は授業記録，ビデオ記録から分析を行なっているため，各児童が対面でのコミュニ

ケーション及びチャットでの情報共有を行う中で，それぞれが対面による情報共有，もし

くはチャットでの情報共有を重視する者を詳細に確認できていないことは研究の限界であ

る．今回，授業における課題として，光村図書の国語第 6 学年『利用案内を読もう』の単 
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図２ 実践の様子 

図３ 児童が活用していたチャットの様子（一部） 
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元を参考に実践 1 時間目，2 時間目共に設定した．また，学習活動は教科書に示されたも

のに沿って進められた．学習活動を進める中で，児童は必要な情報を集め一人ひとりの

Google Jamboard にまとめた． 
2.3 調査・分析の方法 
実践後は 1 時間目，2 時間目ともに久川ほか（2021）を参考に「情報の収集」の段階に

おけるチャットの活用状況の調査（表 2），「情報の収集」に関わる意識調査，文部科学省

（2017），佐藤ほか（2021）を参考に作成した評価基準（表 1）をもとに，第一著者，小

学校教員経験のある大学教員，実践を行った担任教員の 3 者で協議を行いながら，児童が

収集した情報のカウント，評価を行った．また，収集した情報数，評価の合計点の平均を

算出して，被験者間，被験者内で比較した上で 1 要因参加者間，1 要因参加者内でそれぞ

れ分散分析（LSD 法）を実施した． 
 

３．結果・考察 

3.1 チャットの活用状況 
チャットの活用に関する統計量を表2に示す．チャットルーム名，参加者数，発信数（反

応数），1人あたりの発話数を示す．チャット内における発信（反応）数に関して，全体の

参加者数：27人，発信数（反応数）：48件であり，1人あたりの発信数：1.78件だった．チ

ャット内における発信内容に関して，時間配分の相談や疑問，応対などの「文字でのやり

とり」，自分の学習の過程や見ている Web サイトなどの「URL」，Web サイト上などの特

定部分の切り取りなどの「写真」，他の投稿を見た児童が確認したことを示す「反応」が確

認された．それぞれの投稿数は，「反応」：26件，「文字でのやりとり」：22件，「URL」：7
件，「写真」：3件であった． 
飯塚（1993）では，コンピュータコミュニケーションの特徴として記録性があり，文字

や図形など多様な感覚チャンネルが利用可能であることを示している．本研究においても

文字でのやり取りだけではなく，URL や反応ボタンを含め，情報共有を行っていること，

チャットの記録性を活かし掲示板のように他の児童が投稿した内容を参考にしながら情報

共有の手段の一つとして活用していることが示唆された． 
3.2 情報の収集に関わる意識調査 
情報の収集時の他者との情報共有に関する意識調査の結果を（表3）に示す．「情報の収 

表１ 収集した情報に関する評価

評価基準

もう少し（1点） 目的に応じた情報を集めることができていない

できる（2点） 目的に応じて集めた情報が，特定の人（友人，家族等）に伝わりやすい情報である

とてもできる（3点） 目的に応じて集めた情報が，誰に対しても伝わりやすい情報である
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集は行いやすかったか」に関して，実践1時間目では平均点がグループ B（チャット活用

あり）：3.57点（S.D.= 0.49），グループA（チャット活用なし）：2.60点（S.D.= 0.88）で

あり，被験者間で1%水準の有意差が確認された（p <.01）．実践2時間目では平均点がグル

ープ A（チャット活用あり）：3.21点（S.D.= 0.86），グループ B（チャット活用なし）：2.42
点（S.D.= 0.95）であり，被験者間において5%水準の有意差が確認された． 
「情報の収集時に友達を参考にしたか」に関して，実践1時間目では平均点がグループB

（チャット活用あり）：3.64点（S.D.= 0.61），グループ A（チャット活用なし）：2.93点（S.D. 
=1.00）であり，被験者間で5%水準の有意差が確認された．実践2時間目では平均点がグ

ループ A（チャット活用あり）：3.57点（S.D.= 0.62），グループ B（チャット活用なし）：

2.75点（S.D.= 0.92）であり，被験者間で5%水準の有意差が確認された． 
これらのことから，児童は情報の収集時にチャットを活用することで，対面での対話に

加えチャット上でも他者の情報を参考にし，その結果，情報の収集を行いやすいと感じて

いる可能性が示唆された． 
3.3 児童が収集した情報の個数，評価 
児童が収集した情報の個数に関して，一人ひとりの収集した情報の個数と被験者間, 被

験者内比較の結果を表 4，図 4 に示す．児童が収集した情報の個数に関して，実践 1 時間

目において，平均値は，グループ B （チャット活用あり）が 14.38 件（S.D.= 4.89），グ

ループ A（チャット活用なし）が 12.93 件（S.D.= 4.41）だった．また，実践 2 時間目に

おいて，児童が収集した情報の個数の平均値は，グループ A（チャット活用あり）が 14.64
件（S.D.=5.03），グループ B（チャット活用なし）が 11.46 件（S.D.= 3.95）だった．実

表３ 情報の収集に関する意識調査 

グループA グループB 合計

参加者数 14 13 27
発信数（反応数） 22 26 48
一人当たりの平均発信数 1.57 2.00 1.78
文字のやりとり 8 14 22
URL 0 7 7
写真 3 0 3
反応 11 5 26

発信量

カテゴリ

表２ チャットの活用に関する統計量 
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践 1 時間目，2 時間目ともにチャットを活用したグループにおける，児童が収集した情報

の個数はチャット活用なしのグループにおける児童が収集した情報の個数より多く，実践

2 時間目の被験者間においてグループ B（チャット活用あり）の方が「児童が収集した情

報の個数」は多く，有意傾向が確認された(F (1,00)=3.05, p <.05)．また，グループ B の被

験者内において，実践 1 時間目（チャット活用あり）の方が「児童が収集した情報の個数」

は多く，有意傾向が確認された(F (1,00)=3.26, p <.10)．これらのことから，授業における

課題や流れに慣れた場合において，対面の対話に加えチャットを活用し，情報共有を行う

ことで，多くの情報を共有し，必要な場面で必要な情報を参考にすることができるため，

児童はより多くの情報を収集できる可能性が示唆された． 
 また，児童が収集した情報の評価に関して，児童が収集してきた情報が目的に応じた情

報であるか評価を行った結果（図 5），実践 1 時間目で作成された資料の平均値は，グル

ープ B（チャット活用あり）が 2.62 点（S.D.= 0.49），グループ A（チャット活用なし）

が 2.36 点（S.D.=0.61）だった．実践 2 時間目で作成された資料の平均値は，グループA
（チャット活用あり）が 2.64 点（S.D.= 0.61），グループ B（チャット活用なし）が 1.92
点（S.D.=0.61）だった．実践 1 時間目，2 時間目ともにチャットを活用したグループにお

ける，児童が収集した情報に関する評価はチャット活用なしのグループにおける児童が収

集した情報に関する評価より高く，実践 2 時間目の被験者間において グループ B（チャ

ット活用あり）の方が「児童が収集した情報の評価」が高く，有意差が確認された(F 
(1,00)=8.61, p <.01)．また，B の被験者内において，実践 1 時間目（チャット活用あり） 

表４ 児童の収集した情報数 

実践１時間目 実践２時間目 実践１時間目 実践２時間目

児童 チャット活用なし チャット活用あり 児童 チャット活用あり チャット活用なし

A 5 10 O 11 4
B 9 14 P 13 9
C 8 21 Q 14 10
D 11 12 R 12 8
E 13 9 S 12 11
F 23 13 T 7 14
G 8 10 U 13 10
H 20 10 V 16 8
I 14 16 W 18 14
J 14 17 X 10 12
K 14 23 Y 20 15
L 13 11 Z 27 14
M 14 20 AA 14 20
N 15 19

グループA グループB
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図４ 児童の収集した情報数の変化 

図５ 児童が収集した情報の評価 
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の方が児童の収集した情報に関して評価の点数が有意に高いことが確認された(F 
(1,00)=3.56, p <.10)．これらのことから，授業における課題や流れに慣れた場合において，

対面の対話に加えチャットを活用し，情報共有を行うことで，情報を共有し，必要な場面

で必要な情報を参考にすることができるため，他者がどんな情報を収集しているのか確認

しながら，情報を収集できる可能性が示唆された． 
 

４．まとめと今後の課題  

本研究は，小学校高学年の児童が探究の過程における「情報の収集」の段階で，対面の

対話に加え，チャットを活用して情報共有を行った際のチャット利用の特徴及び情報の収

集に与える影響を検討することを目的に，チャットの活用状況の調査，「情報の収集」に関

わる意識調査，児童が収集した情報数のカウント・評価を行った．チャット活用の有無で

群を分けて実践した結果，チャットを活用した児童は文字でのやり取りだけではなく，

URL や反応ボタンを含め，情報共有を行っていることや，チャットの記録性を活かし，他

の児童が投稿した内容を参考にしていることが示された．また，意識調査から対面での対

話に加え，チャットを活用した児童は「情報の収集」を行いやすいと感じていることが確

認された．そして，授業における課題や流れに慣れた場合において，児童は，対面の対話

に加えチャットを活用することでより多くの情報を共有し，必要な場面で必要な情報を参

考にすることができるため，児童はより多くの情報の収集ができる可能性が示唆された．

情報の収集の段階において対面での対話に加えチャットを活用することの利点が示された

が，チャット以外での情報共有の状況を検討できなかったことは本研究の限界である． 
個別最適な学び（文部科学省 2021）の観点から児童はそれぞれ自分のタイミングやペー

スで活動し，自分の興味・関心に基づいて順序や課題を選択したり，設定したりすること

による各児童生徒の学びのあり方（赤坂 2022，奈須 2021 など）が求められている．した

がって，児童はそれぞれのタイミングやペースで必要な情報を共有することが考えられる．

今後は対面の対話やチャットによる情報共有に関してタイミング，内容，媒体などの児童

の情報共有に関して具体を明らかにすることが課題である． 
 

付記 

本論文は，若月ほか（2022a），若月ほか（2022b）で発表した研究を発展させ，その成

果をまとめたものである． 
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